
細骨材
容積比(%) W C S

40 402 1006 721
50 441 883 721
60 472 786 721

50

単位量(kg/m3)W/C(%)

表-1 ﾓﾙﾀﾙ供試体の配合 

主成分 標準塗布量(g/m2)
珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系 150
珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系
+ｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄ
水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂 150
ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶ 96～193.2

150

表-2 含浸材の種類と塗布量
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1. まえがき  

 既存ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物の補修では,ｺﾝｸﾘｰﾄ表面を保護する目的で有機系あるいは無機系材料のﾗｲﾆﾝｸﾞが行われる

ことがある.通常,ｺﾝｸﾘｰﾄ表層部は長期屋外環境にさらされることにより脆弱化するため,脆弱部を除去する前

処理が行われる.しかし,その処理でも部分的に脆弱部が残ってしまうことが懸念される.そこで,本報告では,

このようなｺﾝｸﾘｰﾄの表層の脆弱部にﾗｲﾆﾝｸﾞ材,あるいは断面修復材の塗布を行った時,十分な付着力の確保を

目的とし, 4 種類の表面含浸材(以下,含浸材と称す)に関して表面状態を変化させた場合の付着試験を行った

結果を示す.また,ｺﾝｸﾘｰﾄ表層部の脆弱の一例として,遠心成型した 

ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟの内側表面に含浸材を塗布し,付着試験を行い,その改 

質効果を確認した. 

2. 表面状態を変化させたﾓﾙﾀﾙ供試体の改質効果 

2.1 実験概要  

本実験では普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞと豊浦産珪砂を用いて表-1 に示す配合 

で 40×40×40mm のﾓﾙﾀﾙ供試体を作製した.なお,表面状態は,水ｾﾒ 

ﾝﾄ比を 40,50, 60％とし変化させた. ﾓﾙﾀﾙ供試体は,打込み後 3 日 

間湿空 [20℃,80％(RH)]養生し,表層部には標準塗布量の改質材を 

塗布し,その後気中[20℃,60％(RH)] 養生した. 表-2 には,使用し 

た含浸材を示す． 

2.2 試験方法  

付着試験は,図-1 に示すようにｴﾎﾟｷｼ接着剤でﾓﾙﾀﾙ供試体をｺﾝｸﾘ 

ｰﾄ平板に接着し,硬化後,含浸材塗布面を建研式付着試験器で試験 

を行った.なお,材齢は 7,28 日である. 

2.3 試験結果および考察  

表面状態を変化させた場合の材齢 28 日の付着試験結果を 

図-2 に示す.この結果から, 全ての含浸材で,水ｾﾒﾝﾄ比の増 

加に伴い付着強度が小さくなる傾向が認められた. これは, 

水ｾﾒﾝﾄ比の増加に伴いﾌﾞﾘｰｼﾞﾝｸﾞ量が増大し, 脆弱な表層部 

が形成されたことに起因すると考えられる.また,ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘ 

ｶは,未塗布のものと比較して若干付着強度が大きく, 改質効 

果が確認できた. ｼﾘｹｰﾄ系の含浸材は,時間の経過に伴い珪酸 

ｱﾙｶﾘのｹﾞﾙ化が進行し,ある程度時間がかかるがひび割れを閉 

塞することが報告 1)されている.ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶは更に材齢が延び 

ると付着強度が増加する可能性があると思われる.一方、珪 

酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系および珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系にｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄを混ぜたもの, 

キーワード 表面含浸材，改質効果，付着強度，脆弱部，ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶ  

連絡先   〒102-8465 東京都千代田区六番町 6 番地 28 住友大阪ｾﾒﾝﾄ(株) ＴＥＬ03-3221-5624 

図-1 付着試験方法 
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W C S G 混和材 SP
27 50 135 500 659 1120 50 8

W/C(%) S/a(%) 単位量(kg/m3)

表-3 配合表(ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ) 

図-4 ｺﾝｸﾘｰﾄ付着試験結果 

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1 2 3 4
改質材の種類

付
着

強
度

（
N

/
m

m
2
）

未塗布

塗布  

珪酸  珪酸+ｾﾒﾝﾄ  ｴﾎﾟｷｼ  ｺﾛｲﾀﾞﾙ 
含浸材の種類 

また水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂は,未塗布のものと比較して付着強度 

が小さく,改質効果は確認できなかった.  

3. ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟの脆弱な表層の改質効果 

3.1 実験概要 

前述の実験結果から,ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶの改質効果が期待された. 

そこで,ｺﾝｸﾘｰﾄ表層部の脆弱の一例として,遠心成型したｺﾝ 

ｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟの内側表層に形成される,脆弱な箇所における改 

質材の改質効果を確認することとした. ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ供試体 

は,ｾﾒﾝﾄとして普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞ, 細骨材に野洲川産川砂,粗骨 

材に砕石 2005 を用い,表-3 に示す配合で JIS A 1136 に準 

じて遠心成型を行った.なお,寸法は,φ200×300mm, 厚さ 

40mm である.養生方法は,80℃で 4 時間蒸気養生を行った. 

その後,改質材を標準塗布量にて塗布し,気中[20℃, 60％( 

RH)] 養生した.使用含浸材を表-2 に示す.  
3.2 試験方法  

付着試験は建研式に準拠して材齢 7,28 日において行っ 

た.なお,ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ供試体は図-3に示すようにｴﾎﾟｷｼ接 

着剤で鋼製ｱﾀｯﾁﾒﾝﾄと十分に接着させ付着試験を行った. 

また,ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ供試体の内側表層は遠心成型により仕 

上げるため,同一配合であっても均一な状態を再現するこ 

とが出来ない.そこで,比較用として,同一供試体にて含浸 

材が未塗布のものの付着試験を行った. 

3.3 試験結果および考察  

含浸材をｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ内側に使用した場合の,材齢 28 日の 

付着試験結果を図-4 に示す. 試験結果より,ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶは未 

塗布と比較して 5％程度強度が増加していることが確認され 

た. ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶは,表面状態を変化させたﾓﾙﾀﾙ供試体において 

も,同程度の強度増加が確認されている.水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂にお 

いては未塗布と比較して 48％の強度増加が確認された. 一方, 

珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系および珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系にｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄを混ぜたものは,未塗布のものと比較して付着強度が小さく

改質効果は確認できなかった. 参考までに, 珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系の付着試験後の破壊状況を図-5に示す. 

4. まとめ  

本試験結果より以下のことが確認された.  

・ ｺﾛｲﾀﾞﾙｼﾘｶ系の含浸材は,ﾌﾞﾘｰｼﾞﾝｸﾞを生じたﾓﾙﾀﾙ供試体およびｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟの脆弱表層部において付着

強度を増加させる効果が確認された. 

・ 珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系および珪酸ﾋﾄﾞﾛｿﾞﾙ系にｾﾒﾝﾄﾍﾟｰｽﾄを混ぜたものでは, 前述のﾓﾙﾀﾙ供試体およびｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲ

ﾌﾟの表層部を改質する効果は確認できなかった. 

・ 水系ｴﾎﾟｷｼ樹脂系の含浸材では,前述のﾓﾙﾀﾙ供試体においては改質効果が確認されなかったが,ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟ

ｲﾌﾟの脆弱表層部においては改質効果が確認された. 
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図-3 付着試験方法(ｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟｲﾌﾟ) 
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